
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微生物含有の液体を導入することができ、内部に複数の電極を備えたセルと、前記電極
間に誘電泳動を発生させるための交流電流と微生物を破壊するための高電圧パルスを印加
することができる電源回路と、前記電源回路を制御するための制御手段と 前記液体の物
性を測定することができる測定手段とを備え、前記制御手段が前記交流電流を流して

微生物を誘電泳動によって所定位置に移動させ、これに前記高電圧
パルスを印加 微生物を破壊し

、前記測定手段が破壊後の前記液体の物性を測定して 微生物の数を算出す
ることを特徴とする微生物数測定装置。
【請求項２】
　前記セルには前記電極間に電界を集中させる電界集中部が設けられていることを特徴と
する請求項１記載の微生物数測定装置。
【請求項３】
　前記測定手段が、前記電極間に高電圧パルスを印加して所定位置に移動した 微生物
を破壊する前と後でそれぞれ測定を行ない、その二つの測定値から試料液体内の 微生
物 数を算出することを特徴とする請求項１記載の微生物数測定装置。
【請求項４】
　前記測定手段が前記電極間の電気伝導率を測定することを特徴とする請求項１～３

記載の微生物数測定装置。
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【請求項５】
　前記セル内に陰イオン交換樹脂および陽イオン交換樹脂を備えたことを特徴とする請求
項４記載の微生物数測定装置。
【請求項６】
　前記測定手段が前記電極近傍の吸光度を測定することを特徴とする請求項１～３

記載の微生物数測定装置。
【請求項７】
　

前記測定手段が破壊後の前記液体の物性を測定して微生物の数を算出した後に、前記制
御手段が前記電極間に直流電流を印加して前記液体を電気分解し、ガスを発生させること
により前記電極の表面を洗浄することを特徴とする請求項１～６ 記載の微生
物数測定装置。
【請求項８】
　液体中の微生物を誘電泳動力によって所定位置に移動させ、所定位置に移動した 微
生物に高電圧パルスを印加 破壊し

、破壊した後に 液体の物性を測定することにより 微生物 数を算出す
ることを特徴とする微生物数測定方法。
【請求項９】
　 微生物に高電圧パルスを印加 破壊する前に 液体の物性を測定す
ることを特徴とする請求項８記載の微生物数測定方法。
【請求項１０】
　測定される物性が液体の電気伝導率であることを特徴とする請求項８または９記載の微
生物数測定方法。
【請求項１１】
　測定される物性が液体の２５０～３００ｎｍ間の吸光度であることを特徴とする請求項

記載の微生物数測定方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は溶液中の微生物数を測定するための微生物数測定装置及び微生物数測定方法に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、溶液中の微生物数を測定する方法として特開昭５７－５０６５２に記載されたもの
等の多数の技術が知られている。
【０００３】
しかし、従来の技術による微生物数の測定方法は、試料液に専用の薬剤、例えば酵素や色
素を投入して生化学反応を起こさせ、その反応経過または結果を蛍光や発光によって測定
するものであり、測定感度は比較的高いが微生物分野及び生化学分野に関する専門知識が
必要である。また専用で高価な大型の測定装置も必要となり、さらには専任者による作業
が必要となる等、とても一般的かつ簡易に微生物数を測定することができるものではなか
った。
【０００４】
そこで、特開５９－９１９００に記載されたものをはじめとする、物理的手段のみを使い
、薬剤を一切用いない、小型で試料系に組み込んでの自動測定が可能な簡易な微生物数検
出装置が提案されたが、微生物数が１０ 8ｃｅｌｌｓ／ｍｌ（１ｍｌ中に微生物数が１億
個）以上にならないと検出できないため、その応用範囲に著しい制限が加えられていた。
【０００５】
このように、従来技術による微生物数測定装置では測定感度を上げるためには、何らかの
薬剤の使用や、専用の測定装置，専門知識を持った専任者による操作が必要であった。ま
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た薬剤を使用しない簡易型の装置では、専任者を必要とせず測定が可能になるが、微生物
の数が非常に多くならないと測定が難しく、低感度の測定器しか得られないし、微生物を
移動させて局部的に濃度を上げて感度を向上させたくても簡易でメンテナンスフリーな手
段がないという問題があった。
【０００６】
【発明の解決しようとする課題】
そこでこれらの問題を解決するため本発明は、薬剤や特別な装置を必要とすることなく、
簡易で高感度な測定ができ、自動測定が可能でメンテナンスフリーの微生物数測定装置及
び微生物数測定方法を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために本発明の微生物数測定装置は、微生物含有の液体を導入す
ることができ、内部に複数の電極を備えたセルと、前記電極間に誘電泳動を発生させるた
めの交流電流と微生物を破壊するための高電圧パルスを印加することができる電源回路と
、前記電源回路を制御するための制御手段と 前記液体の物性を測定することができる測
定手段とを備え、前記制御手段が前記交流電流を流して 微生物
を誘電泳動によって所定位置に移動させ、これに前記高電圧パルスを印加

微生物を破壊し 、前記測定手段が
破壊後の前記液体の物性を測定して 微生物の数を算出することを特徴とする。
【０００８】
これにより、薬剤や特別な装置を必要とすることなく、簡易で高感度な測定ができ、自動
測定が可能でメンテナンスフリーの微生物数測定装置を提供することができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　請求項１に記載された発明は、微生物含有の液体を導入することができ、内部に複数の
電極を備えたセルと、前記電極間に誘電泳動を発生させるための交流電流と微生物を破壊
するための高電圧パルスを印加することができる電源回路と、前記電源回路を制御するた
めの制御手段と 前記液体の物性を測定することができる測定手段とを備え、前記制御手
段が前記交流電流を流して 微生物を誘電泳動によって所定位置
に移動させ、これに前記高電圧パルスを印加 微生物を破壊し

、前記測定手段が破壊後の前記液体の物性を測
定して 微生物の数を算出することを特徴とする微生物数測定装置であるから、微生物
数の少ない試料においても微生物を電極付近に集中するように移動させることができ、か
つ微生物の破壊による液体の物性変化を高濃度で測定することができるため、薬剤や特別
な装置を必要とすることなく、簡易で高感度な測定ができ、自動測定が可能でメンテナン
スフリーの微生物数測定装置を提供することができる。
【００１０】
請求項２に記載された発明は、前記セルには前記電極間に電界を集中させる電界集中部が
設けられていることを特徴とするから、電界をセル内の広範な範囲に及ぼすことが出来る
と同時に微生物を電極上最も電界が集中する電界集中部の位置に効率良く濃縮することが
できる為、簡易で高感度な測定ができる微生物数測定装置を提供することができる。
【００１１】
　請求項３に記載された発明は、前記測定手段が、前記電極間に高電圧パルスを印加して
所定位置に移動した 微生物を破壊する前と後でそれぞれ測定を行ない、その二つの測
定値から試料液体内の 微生物 数を算出することを特徴とするから、微生物濃度が低
く、また不純物を含む液体であっても容易に高精度の測定を行なうことが出来、薬剤や特
別な装置を必要とすることなく、簡易で高感度な測定ができる微生物数測定装置を提供す
ることができる。
【００１２】
請求項４に記載された発明は、前記測定部が前記電極間の電気伝導率を測定するものであ
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ることを特徴とするから、簡易な測定系でありながら高精度の測定をすることが出来、自
動測定が可能な微生物数測定装置を提供することができる。
【００１３】
請求項５に記載された発明は、前記セル内に陰イオン交換樹脂および陽イオン交換樹脂を
備えることを特徴とするから、電気伝導率測定を行なう前に試料液内に当初より溶解して
いる電解質濃度を下げ、測定時のバックグラウンドの電解質濃度を低下させることができ
るため、簡易な測定系でありながら高精度の測定をすることができる微生物数測定装置を
提供することができる。
【００１４】
請求項６に記載された発明は、前記測定部が前記電極近傍の吸光度を測定するものである
ことを特徴とするから、簡易な測定系でありながら高精度の測定をすることができ、自動
測定が可能な微生物数測定装置を提供することができる。
【００１５】

請求項７に記載された発明は、
前記測定手段が破壊後の前記液体の物性を測定して微生

物の数を算出した後に、前記制御手段が前記電極間に直流電流を印加して前記液体を電気
分解し、ガスを発生させることにより前記電極の表面を洗浄することを特徴とするから、
測定終了後に電極表面を正常な状態に復帰させることができ、次回の測定時への影響を残
すことがないため、薬剤や特別な装置を必要とすることなく、簡易で高感度な測定ができ
、自動測定が可能でメンテナンスフリーの微生物数測定装置を提供することができる。
【００１６】
　請求項８に記載された発明は、液体中の微生物を誘電泳動力によって所定位置に移動さ
せ、所定位置に移動した 微生物に高電圧パルスを印加 破壊し

、破壊した後に 液体の物性を測定すること
により 微生物 数を算出することを特徴とする微生物数測定方法であるから、微生物
破壊によって生じる液体の物性変化を測定することにより容易に微生物数を算出すること
ができ、薬剤や特別な装置を必要とすることなく、簡易で高感度な測定ができる微生物数
測定方法を提供することができる。
【００１７】
　請求項９に記載された発明は、 微生物に高電圧パルスを印加 破壊す
る前に 液体の物性を測定することを特徴とする微生物数測定方法であるから、微生物
破壊の前後で生じる、微生物のみに起因する液体の物性変化を測定することができ、不純
物の影響を受けないため、簡易で高感度な測定ができる微生物数測定方法を提供すること
ができる。
【００１８】
請求項１０に記載された発明は、測定される物性が液体の電気伝導率であることを特徴と
する微生物数測定方法であるから、微生物濃度の低い試料であっても簡易な測定系であり
ながら高精度の測定を行なうことが出来、簡易で高感度な測定ができ、自動測定が可能な
微生物数測定方法を提供することができる。
【００１９】
請求項１１に記載された発明は、測定される物性が液体の２５０～３００ｎｍ間の吸光度
であることを特徴とする微生物数測定方法であるから、微生物破壊によって液体中に放出
される核酸の濃度を効率良く測定することにより、簡易で高感度な測定ができる微生物数
測定方法を提供することができる。
【００２０】
以下、本発明の実施の形態について、図１～図３を用いて説明する。
（実施の形態１）
本発明の微生物数測定装置及び微生物数測定方法における実施の形態１について図面を参
照しながら詳細に説明する。図１は本発明の実施の形態１における微生物数測定装置の全
体構成図であり、図２は実施の形態１における電極の詳細説明図である。
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【００２１】
図１および図２において、１はセル、２は電磁弁、３は電極、８は電源回路、１０は測定
手段、１１は制御手段、１２は試料系、１４はメモリ、２１は電極底部、２２は針状突起
、２３はギャップ、３０はイオン交換樹脂である。図１および図２に示すように、電極３
は、誘電泳動によって試料液体中の微生物を所定位置（この場合ギャップ２３近傍）に移
動させるために、微小なギャップ２３を介して対向して設けられている。実施の形態１に
おいては、電極３はいずれも円錐状の電極底部２１と円錐先端から鋭く突き出した針状突
起２２とから構成されている。この針状突起２２は白金で構成されており、一直線上で対
向するように設けられている。ここではギャップ２３の間隔は１００μｍに設定されてい
るが、ギャップ２３の間隔は測定対象となる微生物の大きさ等の影響を受けるため必要に
応じて調節されるものである。例えば、酵母のような大きなものでは広く、リケッチアの
ように小さなものについては狭くする必要がある。また、ギャップ２３の間隔は、広いほ
ど大量の微生物を濃縮することができ、測定のダイナミックレンジも広くなるが、測定ま
での時間が長くなり、誘電泳動のために必要な電力も大きくなる。逆にギャップ２３を狭
くすると、電力と測定のために必要となる時間は少なくなるが、測定のダイナミックレン
ジは狭くなってしまうものである。以上の理由から本実施の形態１においては、ギャップ
２３の間隔を１００μｍとしているが、この値は微生物の大きさ等を考慮して１０～３０
０μｍの範囲で適宜調節されることが望ましい。さらに図示されてはいないが、電極底部
２１には絶縁性でかつ疎水性のフッソ系薄膜コーティングが施されている。
【００２２】
電源回路８は、電極３に誘電泳動の為の交流電流と、微生物細胞破壊の為の高電圧パルス
、電極洗浄のための直流電流を供給する為のものであり、試料系１２を遮断するための電
磁弁２等と共に制御手段１１によって制御されている。制御手段１１は、図示しないマイ
クロプロセッサと、予め設定されたプログラムを保存するためのメモリ、タイマー、さら
に測定手段１０との信号の伝送路から構成され、前記プログラムにしたがって電磁弁２の
開閉、電源回路８を制御し、電極３への特定の周波数と電圧を持った交流電流の印加、同
じく電極３への高電圧パルスの印加、測定手段１１との信号の送受信等を行なう。
【００２３】
測定手段１０は、図示しないマイクロプロセッサ、電極３間の電気伝導率を検出する検出
回路、制御手段１１との間の信号を伝える伝送路から構成され、誘電泳動で捕捉され、そ
の後高電圧パルスで破壊された微生物から放出される電解質に起因する電気伝導率変化を
測定し、演算結果をメモリ１４に格納したり、予め保存されているデータを読み出して比
較を行なったりして、試料系１２に含まれている微生物数を算出する。なお、このマイク
ロプロセッサは制御手段１１と測定手段１０とで共用することができる。また測定手段１
０と制御手段１１は、互いに通信することにより、予め設定されたプログラムに従って一
連の測定動作を連携して円滑に進めることができる。
【００２４】
イオン交換樹脂３０は陽イオン交換樹脂および陰イオン交換樹脂からなる。イオン交換樹
脂３０は導入される試料液体の陰イオンを水酸化物イオンに、陽イオンを水素イオンにそ
れぞれ交換することにより試料液体の電気伝導率を低下させる働きをする。
【００２５】
次に実施の形態１において、試料の導入からセル内の微生物所定位置への移動、測定、洗
浄にいたるまでの一連の流れを説明する。初期状態では試料系１２とセル１を遮断するた
めの電磁弁２は開放状態にあり、試料系１２の液体はセル１内を自由に通過している。所
定のタイミングで、予めプログラムによって設定された測定動作に入ると、制御手段１１
は電磁弁２を閉状態にしてセル１を試料系から遮断し、セル１内のみの閉鎖系を構成する
。セル１内に保持された液体中の電解質すなわち陽イオンおよび陰イオンはイオン交換樹
脂３０の作用によって陰イオンは水酸化物イオンに、陽イオンは水素イオンにそれぞれ交
換され、過剰な水酸化物イオンと水素イオンは結合して水となる。その結果、測定初期の
試料液体の電気伝導率はきわめて低下する。
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【００２６】
この後測定手段１０は試料導入時から電極３間の電気伝導率の測定を開始するが、イオン
交換樹脂３０の作用によって液体中のイオンが除去されるに従い電気伝導率は低下し、や
がて一定の値に落ち着く。電気伝導率が一定値になったところで測定手段１０は制御手段
１１に信号を送り、測定準備が整ったことを知らせる。制御手段１１は測定手段１０から
信号を受けると、電源回路８を制御して電極３に周波数１ＭＨｚ、電圧１００Ｖの正弦波
の交流電流を連続的に印加する。なお、ここで交流というは、正弦波に限らず、ほぼ一定
の周期で流れの向きを変える電流のことであり、しかも両方向の電流の平均値が等しいも
ののことである。
【００２７】
さて、印加される電界の作用でセル内の微生物はその誘電的な性質によって最も電場が強
くかつ不均一な部分、即ち電界集中部としての電極３のギャップ２３近傍に誘電泳動され
る。なお、この電解集中部は強い電場を不均一にするものであれば壁面等どのような構成
のものでもよい。当初からギャップ２３近傍に浮遊していた微生物は直ちにギャップ２３
部分へ泳動され、ギャップ２３から離れたところに浮遊していた微生物は距離に応じて所
定時間経過後にギャップ２３部に至るため、一定時間後にギャップ２３近傍の所定領域に
集まった微生物の数はセル１内の微生物数に比例する。これは当然のことながら試料系１
２に存在する微生物数に比例するものである。
【００２８】
予めプログラムされた所定時間経過後に、制御手段１１は測定手段１０に信号を送り測定
開始を指令する。この時点には試料系１２内の微生物数に比例した数の微生物が電極３の
ギャップ２３近傍に移動されてきている。制御手段１１からの測定開始の信号を受けると
、測定手段１０は電極３間の電気伝導率を測定を開始し、この値を初期値としてメモリ１
４に格納する。格納が終了すると測定手段１０は、制御手段１１に初期値の取得が終了し
たことを通知する。これを受けると、制御手段１１は電源回路８を制御して電極３間にピ
ーク電圧１０ｋＶの高電圧パルスを印加する。高電圧パルスの印加によって、ギャップ２
３近傍に移動していた微生物は破壊され、細胞内物質である蛋白質、糖、核酸等を液体中
に放出する。細胞内物質はそのほとんどが電解質であるためギャップ２３近傍では一時的
に電解質濃度が上昇する。またこのとき放出される電界質量はギャップ２３近傍に移動し
てきた微生物の数に比例し、更に電気伝導率は電解質の濃度に比例する。
【００２９】
微生物が破壊された直後に、制御手段１１は電気伝導率を測定するよう測定手段１０に信
号を送る。これを受けると、測定手段１０は直ちに電極３間の電気伝導率を測定する。こ
のようにして測定手段１０は微生物破壊前後の電気伝導率変化を算出した後、予めメモリ
１４に記憶されている変換式を用いて試料系１２に存在する微生物数を換算、算出する。
この変換式は微生物数が明らかな校正用試料を用意して、これを本実施の形態１で説明し
た微生物数測定装置の測定系を用いて測定し、その時の微生物数と電気伝導率の相関関係
からバラツキを回帰分析して得られる曲線を示す関数に従って算出して求めたものである
。この変換式をメモリ１４に記憶させ、微生物数が未知の試料からの電気伝導率変化の値
を代入することにより試料系の微生物数を算出する。
【００３０】
ここで実施の形態１の試料系としては、例えば酵母の培養液等の単一微生物系を想定して
いるが、混合微生物系であっても、微生物の種類とその構成比が大きく変化しない限り、
前もって同様の変換式を算出しておくことが可能である。
【００３１】
測定が終了すると、制御手段１１は電磁弁２を開放して洗浄に入る。ギャップ２３近傍に
局在する微生物は、電磁弁２の開放により流入する液体によって洗い流され、一連の動作
が終了する。しかしながら、微生物が強く濃縮されていたため針状突起２２には微生物の
破壊後の付着物が残留する。この残留物を除去するために制御手段１１は電源回路８を制
御して電極３間に電圧２０Ｖで直流電流を印加する。直流電圧の印加によって一対の針状
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突起２２では強い電気分解を生じ、例えば水溶液系では主に水の電気分解反応が生じて、
酸素と水素のガスが発生する。針状突起２２に付着した微生物破壊の際の残留物は、発生
するガスの気泡によって電極３表面から剥ぎとられ、試料系１２から流入する液体ととも
に洗い流され洗浄作業が進行する。なお、電極底部２１には図示されない絶縁性でかつ疎
水性のフッソ系薄膜コーティングが施されているため電気分解反応が生じることはない。
このようにして予めプログラムされた所定の時間が経過すると、制御手段１１は通電を停
止し、すべての動作が終了する。
【００３２】
実施の形態１においては、セル１内に保持される試料液体は測定開始前にイオン交換樹脂
３０によって電気伝導率を低下させられるので、試料系１２の液体の電解質濃度の濃淡に
かかわらずバックグラウンドの電解質の電気伝導率を小さく安定化でき、高精度の測定が
可能となる。
【００３３】
また、本実施の形態１において、セル１は円錐状の電極底部２１と円錐先端から鋭く突き
出した針状突起２２からなる一対の電極３を備えているため、微生物を効率良くギャップ
２３に集中させることができる。そしてこれにより検出感度を向上させることができる。
【００３４】
さらに、ギャップ２３近傍に誘電泳動によって移動した微生物は、高電圧パルスによって
破壊される前と後に電気伝導度を測定されるため、簡易な測定系でありながら検出の精度
が高い微生物数測定装置にすることができる。
【００３５】
ところで誘電泳動は液体内に浮遊する誘電性の物質を泳動させるものであるため、試料液
体中に浮遊する微生物を含めた全ての微粒子をギャップ２３近傍に移動させることができ
るものである。しかしながら、高電圧パルスの印加によって破壊され、液体の物性を変化
させることができるのは微生物のみであり、ギャップ２３近傍にある無機粒子等は影響を
受けないため、これらは測定値に何等影響を与えることはない。そして測定時には高電圧
パルスの印加前後の値を調べているため、演算によって微生物に起因する影響のみを抽出
することが容易である。
【００３６】
さらに本実施の形態１においては測定終了後に電極３に直流電流を印加する。この時、針
状突起２２部で発生する電気分解に伴うガスの気泡により、針状突起２２に付着した微生
物破壊後の残留物は、電極表面から剥ぎとられ試料系１２から流入する液体とともに洗い
流されるため、残留物が次回の測定時に影響を及ぼすことがない。また、電極底部２１に
ついては絶縁性かつ疎水性のフッソ系薄膜がコーティングされている為、微生物やその破
壊物も電極表面とほとんど相互作用することがなく、洗浄がきわめて容易である。
【００３７】
（実施の形態２）
本発明の微生物数測定装置における実施の形態２ついて図面を参照しながら詳細に説明す
る。図３は本発明の実施の形態２における微生物数測定装置の全体構成図である。電極の
詳細は実施の形態１と同じく図２が示す。実施の形態２において実施の形態１と重複する
説明は、その説明を実施の形態１に譲って省略する。
【００３８】
図３において１はセル、４は光源、５は受光部、６は光源光学系、７は受光部光学系、１
３は測定窓である。
【００３９】
図３において、セル１は測定用に光束を導入するためと検出光取り出しのための２つの測
定窓１３を備えている。光源４としては２５０ｎｍ～２８０ｎｍの波長領域を含む紫外域
に発光波長を持つ重水素ランプが用いられている。受光部５は光源４からの光を捉えるた
めに設けられており、実施の形態２ではフォトダイオードが使用されている。６，７は複
数のレンズや偏向板等で構成された光学系である。光源４と受光部５は光学系６，７、更
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にはセル１両端に備えられた測定窓１３を介して光学的に向き合っており、これによって
光源４からの光束が電極３のギャップ２３近傍を通過するように配置されている。実施の
形態２においては光学系６，７、更に測定窓１３等は２５０ｎｍ～３００ｎｍの波長領域
を効率良く透過するシリカガラスによって構成されている。
【００４０】
次に実施の形態２において、試料の導入からセル内の微生物の所定位置への移動、測定、
洗浄にいたるまでの一連の流れを説明する。実施の形態１と重複する部分の説明は省略す
る。セル１内に保持された液体中の微生物は、実施の形態１と同様に電極３のギャップ２
３近傍に誘電泳動される。予めプログラムされた所定時間経過後に、測定手段１０は光源
４を点灯させ、受光部５から得られる測定値を初期値としてメモリ１４に格納する。次い
で、制御手段１１は電源回路８を制御して電極３間にピーク電圧１０ｋＶの高電圧パルス
を印加する。高電圧パルスの印加によって、電界集中部としてのギャップ２３近傍に集中
するように移動していた微生物は破壊され、細胞内物質を液体中に放出する。細胞内物質
には微生物活動に起因する蛋白質、糖類等とともに核酸、すなわちＤＮＡとＲＮＡが含ま
れている。核酸は２５０ｎｍ～３００ｎｍ間に特異的な吸収を持ち、またこの吸収は核酸
濃度に比例する。
【００４１】
測定手段１０は高電圧パルス印加によりギャップ２３近傍の微生物が破壊された後に再び
測定を行い、メモリ１４に格納されている初期値との比較を行って、ギャップ２３近傍の
所定領域の核酸濃度を算出する。核酸濃度は微生物の数と相関を持ち、また予めプログラ
ムされた所定時間内にギャップ２３近傍に移動してくる微生物数が試料系１２に存在する
微生物数に比例するため、測定手段１０は実施の形態１同様、予めメモリ１４に記憶され
ている変換式を読み出して試料系１２に含まれている微生物数を算出することができる。
測定終了後の洗浄動作は実施の形態１と同じである。
【００４２】
本実施の形態２は実施の形態１と同様に基本的には単一微生物系を想定しているが、同じ
く実施の形態１と同様に、混合系にも適用できることは言うまでもない。実施の形態２に
おいて、ギャップ２３近傍に誘電泳動によって移動させられた微生物は、高電圧パルスに
よって破壊され核酸の濃度として測定されるため、簡易な測定系でありながら検出の精度
を向上させられる。すなわち、誘電泳動は液体内に浮遊する誘電性の物質を泳動させるも
のであるため、試料液体中に浮遊する微生物を含めた全ての微粒子をギャップ２３近傍に
移動させる。しかしながら、高電圧パルスの印加によって破壊され液体の物性を変化させ
るのは微生物のみであり、高電圧パルス印加前からギャップ２３近傍にある無機粒子や２
５０ｎｍ～３００ｎｍ間に吸収を持つ有機分子等は何等影響を与えることはない。測定時
には高電圧パルス印加前後の値を調べるため、演算によって微生物に起因する影響のみを
抽出することは容易である。
【００４３】
【発明の効果】
本発明によれば、薬剤や特別な装置を必要とすることなく、簡易で高感度な測定ができ、
自動測定が可能でメンテナンスフリーの微生物数測定装置を提供することができる。
【００４４】
また、簡易で高感度な微生物数測定方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１における微生物数測定装置の全体構成図
【図２】本発明の実施の形態１における電極の詳細説明図
【図３】本発明の実施の形態２における微生物数測定装置の全体構成図
【符号の説明】
１　セル
２　電磁弁
３　電極
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４　光源
５　受光部
６　光源光学系
７　受光光学系
８　電源回路
１０　測定手段
１１　制御手段
１２　試料系
１３　測定窓
１４　メモリ
２１　電極底部
２２　針状突起
２３　ギャップ
３０　イオン交換樹脂
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【 図 ３ 】
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